
石川県立美術館だより
第344号	 平成24年6月1日発行

長谷川等伯とその周辺
■	百万石大名の装い	－甲冑・陣羽織－

■	染める絵画	－成竹登茂男・堀友三郎－

■	今様絵合	－近現代日本画に遊ぶ－
	 会期：6月14日（木）～7月16日（月・祝）会期中無休

石川県指定文化財　絹本著色十二天図（部分）　長谷川信春筆　正覚院蔵

特別陳列

●	 6月前半の展覧会

●	 今月の企画展示室

●	 新収蔵品紹介

●	 キッズプログラム　夏休み体験講座　参加者募集

●	 所蔵品紹介

●	 ミュージアムレポート
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長
谷
川
信
春
と
長
谷
川
等
伯
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
定
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
半
世
紀
近
く
前
ま
で

こ
の
両
者
が
別
人
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
「
長
谷
川
等
伯
」
と
署
名
し
た
作
品
や
「
等
伯
」
の

印
が
押
さ
れ
た
作
品
と
、「
信
春
」
の
印
が
あ
る
作
品
の
作
風
が
し
ば
し
ば
大
き
く
異
な
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

長
谷
川
信
春
が
上
洛
し
て
等
伯
と
名
の
る
ま
で
に
は
、
少
な
く
と
も
十
年
余
り
の
年
月
が
経
過
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
期
間
に
、「
長
谷
川
信
春
か
ら
長
谷
川
等
伯
へ
」
の
劇
的
な
転
換
が
進
行
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
六
月
十
六
日
の
土
曜
講
座
で
、
今
回
展
示
さ
れ
る
作
品
を
は
じ
め
、
具
体
的
な
作
例
に
即
し
て
お
話
し
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

七
尾
に
生
ま
れ
た
桃
山
画
壇
の
巨
匠
、
長
谷
川
等
伯

は
先
の
没
後
四
〇
〇
年
の
大
回
顧
展
を
契
機
と
し
て
、

近
年
ま
す
ま
す
全
国
的
に
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

石
川
県
立
美
術
館
に
は
、
長
谷
川
等
伯
の
軌
跡
を
た

ど
る
上
で
重
要
な
意
義
を
持
つ
「
十
六
羅
漢
図
」（
霊

泉
寺
蔵
・
石
川
県
指
定
文
化
財
）
と
「
日
蓮
聖
人
像
」

（
実
相
寺
蔵
・
七
尾
市
指
定
文
化
財
）
が
寄
託
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
こ
れ
ら
の
作
品
を
中
心
と
し

て
「
長
谷
川
等
伯
と
そ
の
周
辺
」
と
題
し
た
特
別
陳
列

を
開
催
し
て
、
全
国
の
愛
好
者
の
要
望
に
応
え
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
長
谷
川
等
伯
が
信
春
と
名
の
り
能
登
を
拠

点
と
し
て
活
動
し
て
い
た
初
期
の
優
品
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
「
十
二
天
図
」（
正
覚
院
蔵
・
石
川
県
指
定

文
化
財
）、
等
伯
の
四
男
長
谷
川
左
近
の
「
十
六
羅
漢

図
」（
大
乗
寺
蔵
・
石
川
県
指
定
文
化
財
）
に
加
え
、

等
伯
の
画
業
形
成
の
母
胎
と
な
っ
た
長
谷
川
派
に
よ
る

「
十
六
羅
漢
図
」（
悦
叟
寺
蔵
・
七
尾
市
指
定
文
化
財
）

以
上
の
作
品
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
中
で
悦
叟
寺
蔵
の
「
十
六
羅
漢
図
」
は
、
霊

泉
寺
蔵
の
「
十
六
羅
漢
図
」
と
表
現
上
の

共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
等
伯

に
極
め
て
近
く
、
し
か
も
強
い
影
響
力
を

持
っ
て
い
た
画
家
の
手
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
は
、
今
回
の

興
味
深
い
鑑
賞
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

特別陳列

長谷川等伯とその周辺
6月14日（木）～7月16日（月・祝）　会期中無休

学芸員の眼

長谷川等伯　十六羅漢図
霊泉寺蔵　石川県指定文化財

長谷川等伯　日蓮聖人像（部分）
実相寺蔵　七尾市指定文化財

第2展示室
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前
号
の
美
術
館
だ
よ
り
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
今
年
は
、
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
の
甲
冑
と
陣
羽

織
、
並
び
に
「
軍
装
図
録
」
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

「
軍
装
図
録
」
と
は
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
牧

昌
左
衛
門
が
、
初
代
利
家
か
ら
十
一
代
治
脩
ま
で
各
代

の
甲
冑
や
陣
羽
織
等
を
四
帖
に
収
録
し
た
も
の
で
す

が
、
そ
の
な
か
で
も
五
代
綱
紀
の
「
軍
装
図
録
」
の
み

が
、
唯
一
単
独
で
一
帖
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
図
録
と
と
も
に
現
在
前
田
育
徳
会
が
所
蔵
す
る
綱
紀

の
甲
冑
（
一
点
）
と
陣
羽
織
（
五
点
）
を
あ
わ
せ
て
展

示
し
ま
す
の
で
、
武
人
綱
紀
の
装
い
の
美
学
を
総
覧
く

だ
さ
い
。
学
者
大
名
と
い
わ
れ
る
綱
紀
で
す
が
、
幅
広

い
文
化
へ
の
造
詣
が
、
こ
う
し
た
装
い
に
も
象
徴
的
に

表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
十
四
代
慶
寧
所
用
と

伝
わ
っ
て
い
た
「
緋
羅
紗
更
紗
梅
紋
陣
羽
織
」（
写
真
）

が
、
綱
紀
の
「
軍
装
図
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
陣
羽

織
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。
江

戸
時
代
前
半
（
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
前
半
）
に
渡

来
し
た
更
紗
（
色
鮮
や
か
な
文
様
が
染
め
ら
れ
た
イ
ン

ド
製
の
木
綿
布
）
は
、
絹
織
物
を
主
と
す
る
渡
来
裂
で

あ
る
「
名
物
裂
」
に
も
比
肩
す
る
ほ
ど
憧
憬
さ
れ
ま
し

た
。
前
田
家
で
は
三
代
利
常
が
「
名
物
裂
」
を

収
集
し
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
更
紗
も

そ
う
し
た
一
連
の
収
集
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
六
代
吉
徳
の
甲
冑
に
も
名
物
裂
の
錦
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
を
リ
ー
ド
し
た

藩
主
た
ち
の
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

日
展
の
前
身
で
あ
る
帝
展
が
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
の
第
八
回
展
か
ら
工
芸
部
門
を
設
け
た

際
、
染
色
部
門
の
出
品
作
品
は
、
タ
ピ
ス
リ
ー
や
パ
ネ

ル
な
ど
の
平
面
作
品
の
み
で
、
出
品
者
で
あ
る
図
案
家

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
図
柄
を
、
染
工
が
染
め
る
と
い
う
分

業
で
制
作
さ
れ
た
作
品
が
主
流
で
し
た
。

　

や
が
て
高
い
技
術
と
意
匠
力
を
持
つ
作
家
が
現
れ

て
、
染
織
部
門
に
着
物
が
出
品
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
洋
画
や
日
本
画
と
も
違
う
、
素
材
感
あ
ふ
れ
る

タ
ピ
ス
リ
ー
や
パ
ネ
ル
は
、
伝
統
的
な
屏
風
や
衝
立
と

と
も
に
、
着
物
と
は
別
の
表
現
形
態
の
一
つ
と
し
て
確

立
し
ま
し
た
。
主
と
し
て
日
展
や
光
風
会
な
ど
、
現
代

工
芸
の
作
家
た
ち
が
意
欲
的
な
作
品
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
近
現
代
工
芸
の
特
集
と
し
て
、
石
川
県
に

関
わ
り
の
あ
る
二
人
の
染
色
作
家
、
成
竹
登
茂
男
と
堀

友
三
郎
を
紹
介
し
ま
す
。

　

金
沢
生
ま
れ
の
成
竹
登
茂
男
は
、
石
川
県
指
定
無
形

文
化
財
で
あ
る
、
加
賀
友
禅
技
術
保
存
会
会
員
と
し
て

の
活
躍
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
友
禅
の
人
間
国

宝
・
木
村
雨
山
に
も
師
事
し
た
成
竹
登
茂
男
は
、
昭
和

三
十
～
四
十
年
代
に
日
展
を
中
心
に
出
品
し
、
抽
象
画

の
よ
う
な
パ
ネ
ル
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

金
沢
出
身
の
父
を
持
ち
大
阪
で
生
ま
れ
育
っ
た
堀
友

三
郎
は
、
多
摩
美
術
専
門
学
校
図
案
科
に
学
び
、
糊
防

染
に
よ
る
多
色
染
で
、
明
快
な
構
図
と
色
彩
、
素
材
に

よ
る
質
感
を
重
視
し
た
風
景
画
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

作
風
は
異
な
り
ま
す
が
、
染
色
表
現
の
可
能
性
を
追

求
し
た
二
人
の
作
家
に
よ
る
作
品
群
、
二
十
七
点
の

「
染
め
る
」
絵
画
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

前田育徳会尊經閣文庫分館

百万石大名の装い
－甲冑・陣羽織－

6月14日（木）～7月16日（月・祝）　会期中無休

第5展示室

染める絵画
－成竹登茂男・堀友三郎－

6月14日（木）～7月16日（月・祝）　会期中無休

緋羅紗更紗梅紋陣羽織窓　成竹登茂男
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絵
合
は
「
え
あ
わ
せ
」
と
読
み
、
源
氏
物
語
第
十
七
帖

の
題
名
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
源
氏
物
語
の
「
絵

合
」
は
、
冷
泉
帝
の
寵
愛
を
め
ぐ
り
、
源
氏
が
後
見
す
る

梅
壺
女
御
と
、
源
氏
の
ラ
イ
バ
ル
頭
中
将
の
娘
と
の
対
決

の
場
面
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
絵
合
わ
せ
と
い
う
雅
な
遊

び
を
借
り
て
、
女
同
士
の
、
ひ
い
て
は
後
ろ
盾
と
な
っ
て

い
る
男
達
の
熾
烈
な
戦
い
が
展
開
さ
れ
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
古
来
宮
中
の
遊
び
で
は
競
い
合
う
こ
と
を
意
味

し
た
「
合
わ
せ
」
で
す
が
、
本
特
集
で
は
勿
論
対
決
を
意

味
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
取
り
合
わ
せ
、
引
き
合

わ
せ
、
抱
き
合
わ
せ
な
ど
、「
合
わ
せ
」
が
下
接
す
る
言

葉
は
例
に
事
欠
き
ま
せ
ん
し
、
反
り
を
合
わ
せ
る
、
結
び

合
わ
せ
る
、
帳
尻
を
合
わ
せ
る
な
ど
、「
合
わ
せ
る
」
の

用
例
は
豊
富
で
、
使
い
方
に
よ
っ
て
化
学
反
応
の
よ
う
に

様
々
な
感
覚
を
生
み
出
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
複
数
の
日

本
画
を
同
時
に
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
一
点
ず
つ
で
は
見
え

な
か
っ
た
視
点
が
見
え
て
き
た
り
、
感
じ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
新
た
な
感
覚
を
味
わ
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
ネ
ー

ミ
ン
グ
し
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
鑑
賞
方

法
は
目
新
し
い
物
で
は
な
く
、
展
覧
会
で
は
一
つ
の
作
品

が
、
テ
ー
マ
や
文
脈
に
合
わ
せ
、
持
つ
意
味
を
変
え
ま
す

し
、
茶
道
で
は
寄
付
と
茶
室
の
掛
け
物
を
取
り
合
わ
せ
る

こ
と
は
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
も
い
え
ま
す
。

　
「
今
様
絵
合
（
い
ま
よ
う
え
あ
わ
せ
）」
と
し
た
近
現
代

日
本
画
の
展
示
が
、
鑑
賞
さ
れ
る
皆
様
に
新
た
な
化
学
反

応
を
起
こ
す
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
最
大
の
見
所
は
、
加
賀
蒔
絵
を
代
表
す
る
名

工
五
十
嵐
道
甫
と
清
水
九
兵
衛
の
競
演
で
す
。
特
に

五
十
嵐
道
甫
の
作
品
で
は
、
県
文
「
蒔
絵
螺
鈿
秋
月
野

景
図
硯
箱
」
と
「
籬
に
秋
草
図
」（
重
文
『
古
今
集　

清
輔
本
』
箱
）
な
ど
、
道
甫
の
代
表
的
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
秋
草
の
洗
練
さ
れ
た
表
現
を
。
そ
し
て
清
水
九
兵
衛

で
は
重
文
「
蒔
絵
和
歌
の
浦
図
見
台
」
と
「
蒔
絵
淀
槌

車
図
硯
箱
」
で
の
絶
妙
な
水
波
の
表
現
を
ご
堪
能
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
代
表
作
の

比
較
対
照
を
と
お
し
て
、
両
大
家
の
表
現
様
式
に
ゆ
る

や
か
な
共
通
点
が
あ
る
こ
と
に
お
気
づ
き
い
た
だ
け
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ

の
共
通
点
こ
そ
が
、
加

賀
蒔
絵
の
神
髄
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
展
は
長
い
伝
統
を
持
ち
、
わ
が
国
最
大
・
最
高
水

準
の
総
合
美
術
展
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
の
本
展
出
品
作
の
中
か
ら
、
文
化
勲
章
受
章

者
、
文
化
功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
日
展
理
事
、

評
議
員
、
会
員
な
ど
の
秀
作
と
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を

は
じ
め
と
す
る
各
賞
受
賞
作
品
を
基
本
作
品
と
し
、
こ

れ
に
石
川
県
内
在
住
、
出
身
作
家
の
作
品
を
合
わ
せ
、

約
四
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

当　

日

前
売
り

団　

体

一　

般

一
、〇
〇
〇
円

九
〇
〇
円

八
〇
〇
円

中
高
生

七
〇
〇
円

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

小
学
生

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

三
〇
〇
円

【
展
覧
会
事
務
局
】

〒
九
二
〇

－

八
五
八
八　

金
沢
市
南
町
二
番
一
号

北
國
新
聞
社
事
業
局
内
第
四
十
三
回
日
展
金
沢
展
事
務
局

電
話　

〇
七
六

－

二
六
〇

－

三
五
八
一

※�

前
号
の
解
説
日
程
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
七
ペ
ー

ジ
の
訂
正
を
ご
確
認
下
さ
い
。

第6展示室

今様絵合（えあわせ）
－近現代日本画に遊ぶ－

6月14日（木）～7月16日（月・祝）　会期中無休

6月前半の展覧会

漆の美
－加賀蒔絵を中心に－

5月17日（木）～6月10日（日）　会期中無休

6月前半の展覧会

日展金沢展
5月19日（土）～6月10日（日）　会期中無休 大楠公・義貞公誠忠之図

久保田米僊
クメール崩壊

里見米菴

重文　蒔絵和歌の浦図見台
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今
年
、
東
京
六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ

る
第
五
十
八
回
一
陽
展
［
十
月
三
日
（
水
）
～
十
月

十
五
日
（
月
）］
に
向
け
て
、
一
陽
会
石
川
支
部
の
メ

ン
バ
ー
が
出
品
し
ま
す
。「
一
陽
会
は
清
新
に
し
て
深

奥
な
る
も
の
の
創
造
に
勉
励
し　

新
時
代
の
美
術
を
推

進
せ
ん
と
す
る　

一
陽
会
は
先
鋭
な
る
未
完
成
こ
そ
推

薦
し　

前
人
未
踏
の
新
分
野
の
確
立
に
努
力
す
る
も
の

で
あ
る
」

　

こ
の
精
神
を
ふ
ま
え
、
石
川
支
部
メ
ン
バ
ー
の
絵
画

三
十
五
名
、
彫
刻
二
名
が
日
々
研
鑽
努
力
し
創
作
し
て

き
た
、
一
年
間
の
渾
身
の
成
果
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

美
術
愛
好
家
の
方
々
に
ご
高
覧
い
た
だ
い
て
、
ご
教
示

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
一
陽
会
石
川
支
部
事
務
局　

竹
田
明
男

　

電
話　

〇
七
六

－

二
四
八

－

五
八
九
八

　

今
年
は
日
中
国
交
正
常
化
四
十
周
年
に
あ
た
り
日
中

両
国
の
大
家
に
よ
る
芸
術
展
「
真
愛
と
平
和
・
日
中
国

交
正
常
化
四
十
年
記
念
・
書
画
交
流
展
」
は
日
中
交
流

に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
真

愛
と
平
和
を
提
唱
し
て
い
く
こ
と
で
日
中
両
国
の
人
々

の
友
好
的
な
感
情
を
促
進
し
、
友
好
を
深
め
、
ア
ジ
ア

の
平
和
と
発
展
に
多
大
の
貢
献
し
世
界
平
和
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
両
国
の

芸
術
家
た
ち
の
精
巧
で
美
し
い
作
品
を
ご
高
覧
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
一

－
二
三

－

四

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

日
中
文
化
・
経
済
交
流
機
構

　

電
話　

〇
三

－

六
三
八
〇

－
二
五
八
三

　

加
賀
友
禅
技
術
保
存
会
は
現
在
、
十
名
の
友
禅
作
家

が
会
員
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
加
賀
友
禅
の
正
統
な
技

術
保
存
と
後
継
者
育
成
の
た
め
、
石
川
県
の
無
形
文
化

財
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
主
旨
を
推
進
す
る

た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
の
が
こ
の
展
覧
会
で
す
。

　

一
昨
年
の
三
十
二
回
展
よ
り
公
募
制
を
採
用
し
た
こ

と
で
、
広
く
一
般
の
方
に
も
出
品
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

加
賀
友
禅
に
お
け
る
新
し
い
感
性
と
創
造
的
作
品
の

数
々
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

※
毎
日
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り
作
品
解
説
が
あ
り
ま
す
。

◇
入
場
料
／
四
〇
〇
円（
三
〇
〇
円
）高
校
生
以
下
無
料

　

※
（　

）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金

◇
主　

催
／
加
賀
友
禅
技
術
保
存
会

◇
連
絡
先
／
金
沢
市
小
将
町
八

－

八

　

�

加
賀
友
禅
伝
統
産
業
会
館
内
伝
統
加
賀
友
禅
工
芸
展

事
務
局　

電
話　

〇
七
六

－

二
二
四

－

五
五
一
一

石
川
県
水
墨
画
協
会
は
、
平
成
元
年
度
発
足
、
同
二

年
に
第
一
回
公
募
展
を
開
催
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
公
募
展
は
石
川
県
内
の
水
墨
画
会
諸
会
派
及
び
一

般
個
人
を
統
合
す
る
当
協
会
が
行
う
展
示
会
で
す
。
こ

れ
は
、
過
去
の
公
募
展
の
実
績
に
照
ら
し
承
認
さ
れ
た

会
員
の
研
鑽
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
広
く
県
内
よ
り
一

般
公
募
し
、
厳
正
な
審
査
の
上
入
選
作
を
展
示
し
、
水

墨
画
の
普
及
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
各
会
派
主
宰
の
作
品
を
始
め
、
会
員
並
び
に
一
般

公
募
の
意
欲
的
な
表
現
に
よ
る
、
楽
し
み
な
協
会
展
な

ら
で
は
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
け
る
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
入
場
料
無
料

◇
連
絡
先
／
能
美
市
高
坂
町
ハ
九
九
の

－

一
一
五

　
　
　
　
　

事
務
局
長　

佐
藤　

剛

　

電
話　

〇
七
六
一

－

五
五

－

五
二
九
九

第34回

伝統加賀友禅工芸展
6月28日（木）～7月3日（火）　会期中無休

第23回

石川県水墨画協会公募展
6月21日（木）～6月25日（月）　会期中無休
	 午後5時閉室

六
月
の
企
画
展
示
室

一陽会石川支部展

6月28日（木）～7月1日（日）　会期中無休

第7展示室

真愛と平和・
日中国交正常化四十年記念・
書画交流展
6月14日（木）～18日（月）　会期中無休

第7展示室

第7～9展示室第8・9展示室
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　平成23年度は、27名の方より総計65点の作品をご寄付いただきました。ご寄附賜りました各位に改めて御礼申し上げ
ます。また、今後とも皆様のご協力をお願いいたします。このほか23年度には6点の購入と1点の組替があり、3月末日現
在の収蔵品総数は3，161点です。

平成23年度　新収蔵品紹介

№

分
類

作

　品

　名

作

　者

　名

区

　分

1

陶　

磁

四
方
皿　

神
象

山
近　
　

泰

購　
　

入

2

陶　

磁

濤
声

山
中　

國
盛

購　
　

入

3

陶　

磁

彩
釉
鉢
・
翠
澄

德
田
八
十
吉

購　
　

入

4

陶　

磁

緑
釉
ひ
さ
ご
花
器

池
上　

栄
一

池
上
栄
一
氏
寄
附

5

陶　

磁

緑
釉
ひ
さ
ご
花
器

池
上　

栄
一

池
上
栄
一
氏
寄
附

6

陶　

磁

緑
釉
ひ
さ
ご
花
器

池
上　

栄
一

池
上
栄
一
氏
寄
附

7

陶　

磁

緑
釉
ひ
さ
ご
花
器

池
上　

栄
一

池
上
栄
一
氏
寄
附

8

陶　

磁

鴨
徳
利
（
大
）

池
上　

栄
一

池
上
栄
一
氏
寄
附

9

陶　

磁

鴨
徳
利
（
小
）

池
上　

栄
一

池
上
栄
一
氏
寄
附

10

陶　

磁

壺　

珠
洲
焼

米
林
甲
陽
氏
寄
附

11

漆　

工

県
文　

蒔
絵
亀
図
鞍
・
鐙

伝
清
水
九
兵
衛

購　
　

入

12

染　

織

友
禅
訪
問
着
「
爽
や
ぐ
」

柿
本　

結
一

購　
　

入

13

染　

織

友
禅
訪
問
着
「
讃
歌
」

藤
田　

美
紀

購　
　

入

14

染　

織

友
禅
着
物
「
寒
瀑
」

二
塚　

長
生

二
塚
長
生
氏
寄
附

15

染　

織

友
禅
着
物
「
波
動
」

二
塚　

長
生

二
塚
長
生
氏
寄
附

16

染　

織

友
禅
着
物
「
雨
あ
し
」

二
塚　

長
生

二
塚
長
生
氏
寄
附

17

染　

織

友
禅
着
物
「
新
潮
」

二
塚　

長
生

二
塚
長
生
氏
寄
附

18

木　

竹

桑
・
黒
柿
造
片
身
替
色
紙
箱

氷
見　

晃
堂

飯
野
郁
子
氏
寄
附

19

木　

竹

黒
柿
造
短
冊
箱

氷
見　

晃
堂

飯
野
郁
子
氏
寄
附

20

木　

竹

鉄
刀
木
茶
杓

氷
見　

晃
堂

飯
野
郁
子
氏
寄
附

21

木　

竹

桑
造
高
卓

氷
見　

晃
堂

飯
野
郁
子
氏
寄
附

22

日
本
画

転
た
寝

百
　々

俊
雅

百
々
俊
雅
氏
寄
附

23

日
本
画

春
雨
山
水
図

垣
内　

雲
嶙

山
﨑　

繁
氏
寄
附

24

日
本
画

旭
日
稚
松
図

垣
内　

雲
嶙

山
﨑　

繁
氏
寄
附

25

日
本
画

雨
中
帰
漁
図

玉
井　

紅
嶙

山
﨑　

繁
氏
寄
附

26

日
本
画

牛
遊
之
図

鈴
木　

華
邨

山
﨑　

繁
氏
寄
附

27

日
本
画

河
北
潟
遊
図

岡
田　

琴
湖

山
﨑
早
苗
氏
寄
附

28

日
本
画

越
の
村
里

原
田　

太
乙

組　
　

替

29

日
本
画

猿

大
豊　

世
紀

大
豊
世
紀
氏
寄
附

30

日
本
画

觀
音

坂
根　

克
介

坂
根
克
介
氏
寄
附

31

日
本
画

舞

坂
根　

克
介

坂
根
克
介
氏
寄
附

32

日
本
画

エ
ピ
ロ
ー
グ

中
江　

悦
子

中
江
悦
子
氏
寄
附

33

日
本
画

凪

中
出　

信
昭

中
出
信
昭
氏
寄
附

34

日
本
画

二
人
の
航
海

中
出　

信
昭

中
出
信
昭
氏
寄
附

35

日
本
画

か
え
り
み
ち

西　
　

敏
彦

西　

敏
彦
氏
寄
附

36

日
本
画

ベ
ン
チ

仁
志
出
龍
司

仁
志
出
龍
司
氏
寄
附

№

分
類

作

　品

　名

作

　者

　名

区

　分

37

日
本
画

磯

平
木　

孝
志

平
木
孝
志
氏
寄
附

38

日
本
画

游

平
木　

孝
志

平
木
孝
志
氏
寄
附

39

日
本
画

心
魂

日
影　
　

圭

日
影　

圭
氏
寄
附

40

日
本
画

汎

日
影　
　

圭

日
影　

圭
氏
寄
附

41

日
本
画

う
ね
る

山
田　
　

毅

山
田　

毅
氏
寄
附

42

日
本
画

刻
の
堆
積

古
澤　

洋
子

古
澤
洋
子
氏
寄
附

43

日
本
画

未
来
の
化
石

古
澤　

洋
子

古
澤
洋
子
氏
寄
附

44

油
彩
画

野
の
風

立
見　

榮
男

立
見
榮
男
氏
寄
附

45

油
彩
画

河
童
遊
々

立
見　

榮
男

立
見
榮
男
氏
寄
附

46

油
彩
画

雷
神

立
見　

榮
男

立
見
榮
男
氏
寄
附

47

油
彩
画

竜
神
雷
神
逍
遙

立
見　

榮
男

立
見
榮
男
氏
寄
附

48

油
彩
画

防
波
堤
の
道

堀
場　

良
夫

堀
場
昭
一
氏
寄
附

49

油
彩
画

紙
つ
ぶ
て
の
多
聞
天

堀
場　

良
夫

堀
場
昭
一
氏
寄
附

50

油
彩
画

ば
あ
ち
ゃ
ん　

ど
う
し
て

堀
場　

良
夫

堀
場
昭
一
氏
寄
附

51

油
彩
画

ス
テ
ル
ス
と
A
y
a
k
a

前
田　

昌
彦

前
田
昌
彦
氏
寄
附

52

油
彩
画

い
ざ
な
い
‘07
（
Ⅱ
）

前
田　

昌
彦

前
田
昌
彦
氏
寄
附

53

油
彩
画

い
ざ
な
い
'10
︱
跡

前
田　

昌
彦

前
田
昌
彦
氏
寄
附

54

油
彩
画

雪
の
山

堀　
　

忠
義

村
上
豊
子
氏
寄
附

55

油
彩
画

斑
雪

村
田　

省
蔵

村
田
省
蔵
氏
寄
附

56

油
彩
画

凛
と
し
て

村
田　

省
蔵

村
田
省
蔵
氏
寄
附

57

油
彩
画

羽
化
す
る
人

五
味　

祥
子

五
味
祥
子
氏
寄
附

58

油
彩
画

羽
化
す
る
人

五
味　

祥
子

五
味
祥
子
氏
寄
附

59

油
彩
画

水
門
の
あ
る
風
景

松
下　

久
信

松
下
久
信
氏
寄
附

60

油
彩
画

丘
へ
の
道

松
下　

久
信

松
下
久
信
氏
寄
附

61

油
彩
画

早
春
の
福
浦
港

松
下　

久
信

松
下
久
信
氏
寄
附

62

油
彩
画

さ
さ
や
き

藤
井
多
鶴
子

堀
内
壽
子
氏
寄
附

63

彫　

塑

潮
騒

谷
村　

俊
英

谷
村
俊
英
氏
寄
附

64

彫　

塑

祭
り
詩

谷
村　

俊
英

谷
村
俊
英
氏
寄
附

65

彫　

塑

大
地
の
彼
方
に

谷
村　

俊
英

谷
村
俊
英
氏
寄
附

66

彫　

塑

女

米
林　

勝
二

岩
本
洋
司
氏
寄
附

67

彫　

塑

み
の
り

米
林　

勝
二

米
林
甲
陽
氏
寄
附

68

彫　

塑

首
（
女
）

米
林　

勝
二

米
林
甲
陽
氏
寄
附

69

彫　

塑

首
（
男
）

米
林　

勝
二

米
林
甲
陽
氏
寄
附

70

彫　

塑

首
（
ひ
げ
の
男
）

米
林　

勝
二

米
林
甲
陽
氏
寄
附

71

彫　

塑

首
（
女
）

米
林　

勝
二

米
林
甲
陽
氏
寄
附

72

彫　

塑

人
物
座
像

朝
倉　

文
夫

米
林
甲
陽
氏
寄
附
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　夏休みに美術を楽しんでいただく小学生親子対象のプログラムです。親子で共に制作できる楽し
いひとときを過ごしてみませんか？

キッズプログラム
	 夏休み体験講座　参加者募集！

　

今
年
度
は
、
低
学
年
・
高
学
年
の
二
講
座
、
ま
た
、
ど
ち
ら
の
講
座

も
午
前
（
十
時
開
始
）・
午
後
（
十
四
時
開
始
）
の
部
が
あ
り
ま
す
。

午
前
・
午
後
の
ど
ち
ら
の
部
に
ご
参
加
い
た
だ
く
か
は
美
術
館
に
お
任

せ
下
さ
い
。

◆
一
・
二
・
三
年
対
象

「
絵
の
具
マ
ジ
ッ
ク
！
」　

7
月
30
日
（
月
）

定
員
：
午
前
・
午
後
各
回
二
〇
組　

計
四
〇
組
（
八
〇
名
）

参
加
費
：
親
子
二
名
七
〇
〇
円

　

筆
だ
け
で
は
な
い
絵
の
具
の
楽
し
い
表
現
を
体
験
し
て
み
よ
う
。

◆
四
・
五
・
六
年
対
象

「
ラ
ッ
キ
ー
デ
ザ
イ
ン
で
九
谷
焼
！
」　

8
月
3
日
（
金
）

定
員
：
午
前
・
午
後
各
回
二
〇
組　

計
四
〇
組
（
八
〇
名
）

参
加
費
：
親
子
二
名
で
一
五
〇
〇
円

　

古
九
谷
の
デ
ザ
イ
ン
を
参
考
に
、
ラ
ッ
キ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
九
谷
焼
の

皿
を
制
作
し
て
み
よ
う
。（
協
力
：
能
美
市
九
谷
焼
陶
芸
館
）

○
体
験
講
座
お
申
し
込
み
方
法
（
往
復
は
が
き
）

　
【
往
信
の
宛
名
面
】　

〒
九
二
〇

－

〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二

－

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
県
立
美
術
館　

普
及
課
宛

　
【
往
診
欄
の
文
面
】　

・
参
加
希
望
す
る
講
座
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
保
護
者
・
児
童
の
氏
名
、
学
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
住
所
、
電
話
番
号

　
【
返
信
の
宛
名
面
】　

住
所
、
お
名
前

　
【
返
信
の
文
面
】　　

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

応
募
締
め
切
り　

七
月
六
日
（
金
）
必
着

＊
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

�

結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

＊�

体
験
講
座
に
ご
参
加
の
方
で
、
未
就
学
の
お

子
様
（
一
歳
以
上
）
を
お
連
れ
の
方
を
対
象

と
し
た
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
）
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

行
事
予
定

次
回
の
展
覧
会

■
土
曜
講
座　

午
後
1
時
30
分
～　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

6
月
16
日（
土
）
長
谷
川
信
春
か
ら　

長
谷
川
等
伯
へ
村
瀬
博
春　

担
当
課
長

6
月
23
日（
土
）
前
田
家
の
美
意
識

�

―
大
名
の
装
い
―
高
嶋
清
栄　

学
芸
第
二
課
長

6
月
30
日（
土
）
染
め
る
絵
画

�

成
竹
登
茂
男
と
堀
友
三
郎
寺
川
和
子　

学
芸
主
査

■
ビ
デ
オ
上
映
会　

午
後
1
時
30
分
～　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

6
月
3
日（
日
）
創
作
の
エ
ネ
ル
ギ
ー	

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
／
円
空	

30
分

黄
金
の
輝
き	

ク
リ
ム
ト
／
光
琳		

30
分

6
月
17
日（
日
）
抽
象
へ
の
道	

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
／
ム
ア	

30
分

楽
園
の
イ
メ
ー
ジ	

ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
／
田
中
一
村	

30
分

■
百
万
石
の
文
化
講
座　

午
後
１
時
30
分
～　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

７
月
１
日（
日
）
第
１
講　

前
田
利
長
・
利
常
と
前
田
氏
庶
子
の
命
運

　
　
　
　
　

―
前
田
利
好
・
知
好
・
直
之
―　

見
瀬
和
雄　

金
沢
学
院
大
学
教
授

会
期
：
七
月
十
九
日
（
木
）
～
八
月
二
十
八
日
（
火
）

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館

平
清
盛
と
そ
の
時
代

第
２
展
示
室

古
九
谷
の
美
と
そ
の
流
れ

第
６
展
示
室

き
こ
え
て
く
る
よ

会
期
：
七
月
二
十
八
日
（
土
）
～
八
月
二
十
六
日
（
日
）

企
画
展
示
室

孤
高
の
画
家　

田
中
一
村
展

訂　

正

　

前
号
7
ペ
ー
ジ
の
作
品
解
説
日
程
と
6
ペ
ー
ジ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
の
会

期
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
各
位
を
は
じ
め
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

致
し
ま
し
た
。
訂
正
し
謹
ん
で
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

■
7
ペ
ー
ジ
の
日
展
の
正
し
い
作
品
解
説
日
程
は
、
5
月
21
日（
月
）、
23
日

（
水
）、
25
日（
金
）、
28
日（
月
）、
30
日（
水
）、
6
月
1
日（
金
）、
4
日（
月
）、

6
日（
水
）、
8
日（
金
）で
す
。

■
6
ペ
ー
ジ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
の
正
し
い
会
期
は
4
月
22
日（
日
）
～
5

月
13
日（
日
）で
し
た
。
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高原　こうげん　昭和53年（1978）　第10回日展　縦112.3cm×横145.5cm

堀 友三郎　ほり・ともさぶろう　大正13年（1924）～

所蔵品紹介225

　

作
者
が
清
里
高
原
に
取
材
し
た
作
品
で
す
。
画
面
の
ほ
ぼ

左
半
分
に
走
り
抜
け
る
牛
を
配
し
、
牛
の
姿
を
透
し
て
空
と

遠
方
の
山
な
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
か
物
憂
げ
で
厳

し
い
表
情
を
見
せ
る
牛
は
、
筋
肉
の
輪
郭
を
な
ぞ
る
よ
う
に

太
い
線
で
描
か
れ
、
古
代
の
石
像
や
抽
象
彫
刻
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
牛
が
駆
け
る
風
景
と
い
う
よ
り

は
、
か
つ
て
こ
の
高
原
を
駆
け
て
い
た
た
く
さ
ん
の
牛
た
ち

の
幻
の
よ
う
で
す
。

　

染
料
の
持
つ
透
明
感
を
生
か
し
た
重
ね
染
め
に
よ
っ
て
、

奥
行
き
を
加
え
る
表
現
は
作
者
独
特
の
も
の
で
、
糊
に
よ
る

防
染
、
イ
ン
ジ
ゴ
ゾ
ー
ル
と
い
う
染
料
を
用
い
た
日
光
発
色

法
で
の
染
色
、
水
洗
い
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
、
丹
念
な
作

業
か
ら
な
る
技
法
で
す
。
牛
の
輪
郭
線
と
雲
の
大
き
な
湾

曲
、
山
の
稜
線
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
交
差
し
、
作
者
の
非
凡
な

構
成
力
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
明
快
な
線
と
面
の

構
成
に
、
筆
で
力
強
く
描
か
れ
た
雲
の
う
ね
り
が
不
規
則
な

動
き
を
加
え
、
標
高
の
高
い
土
地
で
断
続
的
に
吹
き
抜
け
る

風
の
存
在
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

作
者
の
堀
友
三
郎
は
、
大
正
十
三
年
大
阪
府
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
父
は
金
沢
出
身
で
、
昭
和
十
六
年
に
多
摩
美
術
専
門

学
校
図
案
科
に
入
学
、
木
村
和
一
に
師
事
し
て
、
十
九
年
光

風
会
展
に
初
入
選
し
ま
し
た
。
三
十
一
年
に
日
展
初
入
選
、

三
十
五
年
日
展
特
選
北
斗
賞
を
は
じ
め
と
し
て
数
々
の
受
賞

を
重
ね
、
現
在
は
光
風
会
名
誉
会
員
、
日
展
参
与
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
多
摩
美
術
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
り
、
後
進

の
指
導
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

第
五
展
示
室
特
集
「
染
め
る
絵
画　

―
成
竹
登
茂
男
・
堀
友
三
郎
―
」
で

展
示
中

　

四
月
二
十
三
日
（
月
）、
中
国
陶
磁
名
品
展

開
会
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
ご
臨
席
さ
れ
た

高
円
宮
妃
久
子
さ
ま（
写
真
左
か
ら
一
番
目
）、

鳩
山
幸
氏
ら
が
中
国
陶
磁
名
品
展
に
引
き
続

き
、
国
宝
色
絵
雉
香
炉
な
ど
当
館
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
ご
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト




